
１、概要 
本システムはあらかじめ登録した測線にＧＰＳ１台で誘導するシステムです。 

２、起動 
 
スタート→プログラム→誘導システム→誘導 
 
下記の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ボタン 
 測線誘導・・・・測線選択後、誘導画面が表示されます。 
 測線設定・・・・誘導する測線を設定登録します。 
 マーク・・・・・区画内にラインやマークなど表示する設定をします。 
 システム設定・・座標系や COMなど設定をします。 
 接続テスト・・・GPSデータを表示します。 
 終了・・・・・・本システムを終了します。 
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メニュー 
下記の画面が本システムのメニュー画面となります。 

 

⑤ 

③ 

② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① ３、システムを参照してください

② ４、測線設定を参照してください

③ ５、マークを参照してください。

④ ９、接続テストを参照してくださ

⑤ １０、誘導（測線選択）、誘導（

 

① 
④ 

。 
。 
 
い。 
誘導）を参照してください。 
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３、システム設定 
 
 
 
  メニューよりシステム設定ボタンを押すと下記のウィンドウが表示されます。 
地域毎の国家座標系番号を選択、測地系（座標系）を選択、GPSDATA入力信号 
X,Y,Zに対して補正をする場合は入力をします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国家座標系No.：あらかじめ登録されている項目より選択してください。 

（日本全国の座標系が登録されています。） 

 

登録されている国家番号

から現場にあった番号を

選択します。 
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座標系の選択 
現場で使用している座標系を選択します。 

 
 
 

JGD2000 ・・・新測地系 

Tokyo ﾃﾞｰﾀﾑ ・・・旧パラメータ ／ 新パラメータ 

 
ローカル座標系原点の国家座標 

区域のローカル座標原点（座標変換に使用）を設定します。（NS,EW,度） 
 ローカル座標系は ローカル座標系原点の座標（ｘ、ｙ、ｚ）と国家座標系からの 
回転角度を設定します。 
           国家座標系 N-S（X(+)） 
                       ローカル座標系Ｘ(X+) 
                   θ 
                   
                       国家座標系 E-W（Ｙ(+)） 
 
                         ローカル座標系Ｙ(+)  
                      

ここの国家座標（ｘ、ｙ） 
                    回転角θ（度） 
 
例） 
 

北 

東 

Lx 

Ly 

時計回りが正

(+) 

θ ローカルは測線が Lx 軸と平衡
になるように設定する 

Y(m) 

X(m) 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

ﾛｰｶﾙ原点
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GPS補正値：GPS補正の設定を行います。 
【平面移動補正】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在値 X=10、Y=10を X=0、Y=0に補正するには、X補正値
（NS）方向に 10をセットし、Y補正値（EW）方向に 10を
セットします。 

移動局 GPSを基準点座標
１に設置した時の GPS出
力した座標表示の位置 

Y補正値（EW） 

GPS出力座標 基準点座標１ 
X補正値（NS） 

Y座標 

X座標 
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【平面回転補正】 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

X座標 

移動局 GPSを基準点座標
１に設置した時の出力表

示は同等のものとする 

基準点座標１ 
θ 

移動局 GPSを基準点座標
2 に設置した時の出力表
示はこの様なズレが生じ

た場合は基準点 1 をロー
カル原点としそれを基準

にした場合は角度θを補

正量とする 

GPS出力座標 基準点座標 2 

Y座標 

 
 
平面移動補正使用する場合、どの点でも誤差が一律な場合有効です。 
平面回転補正使用する場合、計測点により誤差が異なる場合、 
誤差の分布により ねじれ（回転）要素が含まれている場合有効です。 



COM設定選択 
COMポートの設定を登録されている中から選択し設定します。 
なお、使用できる COM番号は（１２、COM番号の調べ方部）を参照してください。 
COMポート  ボーレート  データビット パリティ   ストップビット 
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GPS状態 
 
 
 
 

GPSが接続されている COMポート番号選択します。 
GPSデータ出力プロトコルにあわせて下記の設定をします。 
ボーレートを選択します。 
データビットを選択します。 
パリティを選択します。 
ストップビットを設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
GPS状態 
GPSデータのMode番号（測量精度）に対応するメッセージを内容部に入力設定します。 
注意部のチェックを外すとその状態で測量を行います。 
 

状態部に表示させるメッセージを入力

設定します。 
注意部を設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
GPS状態表示 
 

  GPSデータのモードが３の場合の表示です。 
             (誘導画面内表示) 

 
 
 
 

誘導画面のmode部に入力した
メッセージが表示されます。 

 



 
ラベル設定 
 向きがわかりやすいように文字を入力します。 ローカル座標表示時に入力された

文字を使用して画面に表示させま

す。 
国家座表示は無条件に画面表示は

東西南北となります。 

 
 
 
 
 
         測線選択画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      誘導中画面（エリア表示） 
 

7

 
 
 
 
                        

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

沖、陸や地名をセットすると分かり易くなります。
上記のように表示されます。 

国家座標選択時  ローカル座標選択時 
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国家座標選択時  ローカル座標選択時 

上記のように表示されます。 



４、測線設定 
 
 
 
メニューよりポイントボタンを押すと下記のウィンドウが表示されます。 

 
誘導する測線の設置を始点終点の座標で指定することにより設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①

 
名

 
 

 
 
 
 
 
設

 
 
 
 
 

作図ボタンを押すと、確認ウィンドウ

が表示されます。 
なお、色指定の操作は（１１、共通機

能部 作図画面）を参照してください。

① 

測線の設定は国家座標（またはローカル座標）値で１００測線登録可能です。 

称 
測線に名称を付けることによりどの測線に誘導中かわかりやすくなります。 

  測線選択        誘導中の測線名表示 
（測線選択画面表示）  （誘導中画面表示） 

定座標系の指定 
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座標値の設定は国家座標系／ローカル座標系どちらの値

でも設定可能です。 
取扱座標系を変更するには左記の座標系枠内より 
座標系をクリックして指定します。 
注）座標系の設定については（３、システム設定（座標

系））を参照してください。 



登録内容の変更 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
色

 登録内容を変更する場合は 
  直接座標値等を上書き変更する。 
   行を挿入して新規に入力する。 
   行を削除して消す。 
 方法となります。 
なお、行操作は（１１、共通機能部 行挿入行削除）を

参照してください。 

 

指定 
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あ 
 

登録して測線表示に使用する色の指定となります。 
なお、色指定の操作は（１１、共通機能部 色設定）を参照

してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

最終走行部に日付がある場合右側の色

をない場合左側の色を使用して測線を

表示します。 

     最終走行はキー操作で削除も行えます。 
 



５、マーク 
誘導画面上に目標とする位置が分かり辛い場合に護岸のラインやマークなどを設定します。 
（国家座標、ローカル座標各々対応可能） 

 
 
 
 メニューよりマークを押すと下記のウィンドウが表示されます。 
マークウィンドウ内タグ 

 
 

マーク線、マーク点、DXFの切り替えを行います。
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６、マーク（マーク線） 
   マークウィンドウ内のマーク線タグを選択すると下記のウィンドウに切り替わります。 

マーク線は実際の区画登録、施工には直接関係がありませんが、登録された区画周辺の目 
印等のポイントを登録し区画表示との平面図表示時に同じに表示する事により座標の入 
れ間違いや、表示方向の確認および周辺の注意部分等の表示に役立ちます。 

  （国家座標、ローカル座標各々対応可能） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設
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定座標系の指定 

① 

作図ボタンを押

すと、確認ウィン

ドウが表示され

ます。 
なお、色指定の操

作は（１１、共通

機能部 作図画

面）を参照してく

ださい。 

座標値の設定は国家座標系／ローカル座標系どちらの値でも設定可

能です。 
取扱座標系を変更するには左記の座標系枠内より 
切替をクリックして指定します。 
なお、座標系の設定については（３、システム設定（座標系））を参

照してください。 

座標（国家・ローカル）でラインの点を入力します。

線の太さ、色を選択します。 
使用を入力すると 1 行上の座標点とラインを結びま
す。 

  登録内容の変更 
 登録内容を変更する場合は 

      直接座標値等を上書き変更する。  
      行を挿入して新規に入力する。 
      行を削除して消す。 

  方法となります。 
なお、行操作は（１１、共通機能部 行挿入行削除）を 
参照してください。 



①座標（X,Y）、太さ、色、使用の設定を行います。 
座標（X,Y） 
 
 
 

マーク線の登録は座標値で行います。 

太さ設定 
 
 
 
 
色指定 
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使用設定 

色は他の色設定と同じく枠を右クリックで色パレット表

示となり色を指定します。 
なお、色指定の操作は（１１、共通機能部 色設定）を

参照してください。 

太は線の太さで１～３０で指定します。 

 

前の点と線を 結ぶ／結ばない を使用部のチェックマ

ークの on/offで指定します。 

 
 
 
例） 

 
 
 
上記の数値は、10,10から１0,20まで 色で一本線を書きます。 
 



７、マーク（マーク点） 
マークウィンドウ内のマーク点タグを選択すると下記のウィンドウに切り替わります。 
マーク点は実際の区画登録、施工には直接関係がありませんが、登録された区画周辺の 
目印等のポイントを登録し区画表示との平面図表示時に同じに表示する事により座標の 
入れ間違いや、表示方向の確認および周辺の注意部分等の表示に役立ちます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設

 
 
 
 
 
 
 

座標（国家・ローカル）でマーク点を入

力します。マーク、マークのフォント、

色を選択します。 
使用をチェックすると表示します。 

① 

作図ボタンを押す

と、確認ウィンドウ

が表示されます。 
なお、色指定の操作

は（１１、共通機能

部 作図画面）を参

照してください。 

定座標系の指定 

座標値の設定は国家座標系／ローカル座標系どちらの値でも設定可

能です。 
取扱座標系を変更するには左記の座標系枠内より 
切替をクリックして指定します。 
なお、座標系の設定については（３、システム設定（座標系））を参

照してください。 
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  登録内容の変更 
 登録内容を変更する場合は 

      直接座標値等を上書き変更する。  
      行を挿入して新規に入力する。 
      行を削除して消す。 

  方法となります。 
  なお、行操作は（１１、共通機能部 行挿入行削除）を 
参照してください。 



①座標（X,Y）、マーク、色、太さ、使用の設定を行います。 
座標（X,Y） 
 
 
 
 

マーク点の登録は座標値で行い、指定した座標値に表示

するキャラクタを選択指定します。 

マーク選択 

 

登録されているキャラクタより選択します。 
キャラクタは ○●◎△▽▲▼◇◆□■◇◆×※☆★

となっています。 

 
色指定 

 

色は他の色設定と同じく枠を右クリックで色パレット表示となり

色を指定します。 
なお、色指定の操作は（１１、共通機能部 色設定）を参照して

ください。 
 
 
太さ設定 
 
 
 
 

太はキャラクタ表示サイズでWindowsでのフォントサイズと同じ
になります。 

使用設定 
 
 
 
 

使用は登録してあるポイントを表示する／しないをチェックマ

ークのon/offで指定します。 

 
例） 

 
 
 

 上記の数値は、10,20に ◎ 印を 色で 表示します。 
        10,10に ★ 印を 色で 表示します。 
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８、マーク（DXF） 
   マークウィンドウより DXFタグを選択すると下記の表示に切り替わります。 
 

DXFファイルをシステムに読み込み、誘導画面上に作成した図を表示させるファイルを選択 
します。 

 

参照ボタンを押すとファイル選

選択中のドライブパス

DXF ファイルの単位（ｍかｍｍ）に
対応させます。 
DXF ファイル部で参照したファイル
に対応させてください。 

作図ボタン

すと、確認ウ

ドウが表示

ます。 
なお、色指定

作は（１１、

機能部 作

面）を参照し

ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国家座標に合わせて（ＣＡＤ上では数学座標系なので土木

DWG(AUTO CAD)ファイル(Line命令で作成された図のみ
ファイルを読み込めます。 

 

15
① 
択ウィンドウが表示します。 

、ファイル名が表示されます。 

を押

ィン

され

の操

共通

図画

てく

座標系とはＸＹ逆）作成した 
)を DXFファイルに変換させた 
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①ファイル選択ウィンドウ 

読込用に作成したファイルを選択します。 

ファイル選択を決定する場合押します。 
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DXFファイル選択 

 

ファイル選択をキャンセル

する場合押します。 
DXF ファイルをクリアす
る場合に使用します。 

選択されたファイル名が表示されます。 

 
 
 
 
 
DXFファイル選択キャンセル 

ファイル名が空白になります。 

 
 
 
 
 
 



９、接続モニタ 

 

  メニューより接続モニタボタンを押すと下記のウィンドウが表示されます。 
 
誘導を行う前に各機器が接続され、出力している信号を PCにて取り込めているか 
どうかを確認します。 
ウィンドウ内にＧＰＳの生データ、国家座標、ローカル座標、ＧＰＳステータスを表示します。 
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１０、誘導（測線選択） 
    
 
 

メニューより測線誘導を選択すると下記のようなウィンドウが表示されます。 
これから誘導する測線を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登録した測線がグラフィック表示されます。 

登録した測

線名が表示

されます。

測線指定を

行います。 

マーク（ポイント）、

マーク（ライン）、

DXF（読込ファイル）
の表示・非表示の切り

替えを行います。 

①座標系

（株）シンク18

 
取扱座標系を変更するには左記の座標系枠内より指定します。 
なお、座標系の設定については（３、システム設定（座標系））を参照してくだ

 
 
 
②表示 

チェックを付けると表示します。マーク（ポイント）、マーク（ライン）、DXF
込ファイル）の表示・非表示の切り替えが行えます。 

 
 
 
③測線選択 
 

登録した測線名より選択します。 
選択対象は青色反転表示します。 

 
 
 

① 
② 
③ 
 
④

 
⑤
⑥ 

ウェア 

さい。

（読



④走行 
 走行方向を選択します。始点側からか終点側からの選択を行います。

 
 
⑤自動選択 
 

測線選択を自動で行います。 
計算された現在位置より一番近い登録されている測線画対象に 
なります。 
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⑥戻り（誘導画面） 
 誘導画面に切り替わります。 
 

表示タイプは 5つに分けて表示されます。 
測線名、現在位置（x、y）、エリア、GPS状態、始点か終点までの誘導量、目標位置と現在 
位置のグラフィック表示など表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④ ③ ② 

① コントロールウィンドウ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測線名、誘導方向、現在座標

されます。 
① 

、GPS状態が表示

20
⑤ 

メニュー画面に切り替

わります。 

測線選択画面に切り替

わります。 
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② まっすぐ走ろう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

始点まで２３ｍで右へ１ｍ 終点まで２９ｍで右へ１ｍ 

測線始点までの誘導量とグラフィッ

ク表示されます。 
測線終点までの誘導量とグラフィッ

ク表示されます。 

③測線走行

 

現在の状況をグラフィック表示されます。 
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④エリア表示

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の状況をグラフィック表示されます。 
表示形式の変更（国家、ローカル、エリア） 
スケール切り替え、グリッド表示、拡大縮小、 
など表示切替も行えます。 

表示座標系を切替 
 
 
 
 

。 

 
スケール切り替え、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示切替は国家／ローカル／エリアの値で表示切替が行えます
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画面スクロール、スケール選択、画面拡大縮小、表示切替の設定が行えます。 

自動の場合、オートスケールで表示されるスケ

ールにします。 
手動の場合、拡大縮小や画面シフトなどを利用

してユーザーが設定します。 
拡大縮小の比率を登録されている％を選択し

ます。画面シフトの移動量を登録されているｍ

で指定します。 



グリッド表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グリッドボタンを押すとグリッド表示します。

グリッドを非表示にする場合もう一度グリッ

ドボタンを押します。 

グリッド幅は自動で切り替わります。

 
 
 
 
 
 

現在位置のグラフィック表示は強調

表示されています。 
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⑤方向

 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の進行方向をグラフィック表示されます。 

 
 
 
 
 
誘導中全体画面例 
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１１、共通機能（色設定、行挿入行削除、作図ボタン） 
色設定 
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色部でマウスの右ボタンをクリックすると

下記のウィンドウが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

色指定部のウィンドウは全て

左記のウィンドウが表示され

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

        選択した色を反映します。 
        キャンセルします。 

 
行挿入行削除 

空白行を挿入します。 

行挿入ウィンドウ 

 

行を挿入すると 
現在設定されている 
最後の行が無くなります。 

行削除を行います。 

行削除ウィンドウ 



作図画面 

 

 マークウィンドウ内の作図ボタンを押すと下記のウィンドウが表示されます。 
 登録したポイント、マーク線、マーク点、DXFなど表示し確認することができます。 
 

登録したポイント、マーク線、

マーク点、DXFが表示されま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設定座標系の指定 

座標値の設定は国家座標系／ローカル座標系どちらの値でも設定可能です。

取扱座標系を変更するには左記の座標系枠内よりクリックして指定します。

なお、座標系の設定については（４、システム設定（座標系））を参照して

ください。 

 
 
 
 
 
 
スケール切り替え 
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自動の場合、全ての設定ポイントが表示されるスケー

ルにします。 
手動の場合、拡大縮小や画面シフトなどを利用してユ

ーザーが設定します。 

 
 
 
 
 



＜＜手動スケール時有効＞＞ 
拡大縮小 
 

手動スケール時に有効で拡大（zoom up） 
縮小（zoom down）が行えます。 

 
 
 
 
スケール選択 
 
 

スケール選択を行います。 
指定した数値を使用してスクロールボタンに対応します。

 
 
 
 
 
 
画面スクロール 
 

上下左右シフト（上下左右に画面がスクロールします。） 
スクロール量はスケール選択の値を使用してスクロールさ

せます。 
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１２、COM番号の調べ方（WindowsXPの場合） 
  ウィンドウズの機能を使用して COMの状態を調べます。 
 
①スタートボタン 

 
②コントロールパネル 

 
③システム 

 
④ハードウェアのタグ 

 

 

デバイスマネージャーを選択

します。 

⑤デバイスマネージャー 

  
 クリックすると⑥部のデバイスマネージャーウィンドウが表示されます。 

（株）シンクウェア 28



⑥ポート 

 

ポート部をクリックします。 
下記のように詳細が表示され

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コンピュータに存在する COM
ポートが表示されます。 

 
 
 
GPSをつなげる COM番号を確認してください。 
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１３、ハイパーターミナルによる GPSデータの確認（WindowsXPの場合） 
 
①スタートボタン 

 
 
②すべてのプログラム 
 
 
 
③アクセサリ 
 
 
 
④通信 
 
 
 
⑤ハイパーターミナル 
 
 
 
⑥接続設定(名前入力) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａという名前をつけます。 
キー入力します。 
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⑥接続の設定（COM選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＧＰＳがつながっているＣＯＭ

番号を選択します。 

 
⑦COMのプロパティ(ポートの設定) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＧＰＳの通信プロトコルと同じ

設定にします。 
この設定がＧＰＳと同じでない

とデータ表示されません。 
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⑧データ確認 
 下記ウィンドウ内にＧＰＳデータが表示されます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  もしデータが表示されない場合はＧＰＳ本体、ＧＰＳとパソコンをつなぐＣＯＭ番号 
  通信プロトコルなどを確認してください。 
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⑨ハイパーターミナル終了 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩終了時のメッセージ 
 
接続中に終了すると下記のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 はい を選択します。 
 
接続保存メッセージ 
 
 
 
 
 
 
 
いいえ を選択します。 
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初めて使用する場合 

 手順 ①国家座標系 3、システムを参照してください。 

    ②ローカル設定 

     
１２、ＣＯＭ番号調べ方参照してく

ださい。 ③ＣＯＭポートの確認 

    ④ＣＯＭ設定 
3、システムを参照してください。 

    ⑤ＧＰＳメッセージ 

     
９、接続モニタを参照してください 
１３、ハイパーターミナルによるＧＰＳ

データの確認参照してください。 ⑥ＧＰＳ受信と値の確認 

     

⑦ＧＰＳ補正値 3、システムを参照してください。 

     

⑧測線設定 ４、測線設定を参照してください。 
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